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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 25日 (2005.2.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
 セ ラ ミ ッ ク ス 母 材 を セ ラ ミ ッ ク ス 繊 維 織 物 に よ る 補 強 材 に よ っ て 補 強 し て 成 る セ ラ ミ ッ
ク ス 複 合 材 料 に お い て 、
　 前 記 補 強 材 の 織 糸 間 隔 が 、 気 密 性 を 要 す る 部 位 は 密 に 、 そ の 他 の 部 位 は 粗 く 設 定 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る セ ラ ミ ッ ク ス 複 合 材 料 。
【 請 求 項 ２ 】
 セ ラ ミ ッ ク ス 母 材 を セ ラ ミ ッ ク ス 繊 維 織 物 に よ る 補 強 材 に よ っ て 補 強 し て 成 る セ ラ ミ ッ
ク ス 複 合 材 料 に お い て 、
　 前 記 補 強 材 の 織 糸 間 隔 が 、 内 部 は 密 に 、 外 面 側 は 粗 く 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
セ ラ ミ ッ ク ス 複 合 材 料 。
【 請 求 項 ３ 】
 上 記 補 強 材 は 、 少 な く と も 一 方 向 の 織 糸 の 太 さ が 上 記 織 糸 間 隔 に 対 応 し て 織 糸 間 隔 が 粗
い 部 位 で は 太 く 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の セ ラ ミ ッ ク ス 複
合 材 料 。
【 請 求 項 ４ 】
 セ ラ ミ ッ ク ス 母 材 を セ ラ ミ ッ ク ス 繊 維 織 物 に よ る 補 強 材 に よ っ て 補 強 し て 円 筒 状 に 形 成
さ れ る セ ラ ミ ッ ク ス 複 合 材 料 に お い て 、
　 前 記 補 強 材 は ブ レ ー ド 織 り に よ っ て 肉 厚 方 向 に 多 重 に 形 成 さ れ 、 そ の 織 糸 の 間 隔 が 、 内
周 面 側 は 密 に 、 外 周 面 側 は 粗 く 設 定 さ れ て

セ ラ ミ ッ ク ス 複 合
材 料 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 セ ラ ミ ッ ク ス 母 材 を セ ラ ミ ッ ク ス 繊 維 織 物 に よ る 補 強 材 に よ っ て 補 強 し て 円 筒 状
に 形 成 さ れ る セ ラ ミ ッ ク ス 複 合 材 料 に お い て 、 前 記 補 強 材 は ブ レ ー ド 織 り に よ っ て 肉 厚 方
向 に 多 重 に 形 成 さ れ 、 そ の 織 糸 の 間 隔 が 、 内 周 面 側 は 密 に 、 外 周 面 側 は 粗 く 設 定 さ れ て

お り 、 上 記 織 糸 の 太 さ は そ の 間 隔 の 粗 密 に 対 応
し 、 当 該 織 糸 間 隔 が 粗 い 部 位 で は 太 く 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る

お



こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 織 糸 の 太 さ は そ の 間 隔 の 粗 密 に 対 応 し 、 当 該 織 糸 間 隔 が 粗 い 部 位 で は 太 く 設
定 さ れ て い る こ と に よ り 、 単 位 体 積 当 た り の 補 強 繊 維 量 を 各 部 位 に お い て 等 し く 設 定 す る
こ と が 可 能 と な り 、 全 体 の 強 度 を 一 定 に 構 成 で き る も の で あ る 。
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り 、 上 記 織 糸 の 太 さ は そ の 間 隔 の 粗 密 に 対 応 し 、 当 該 織 糸 間 隔 が 粗 い 部 位 で は 太 く 設 定 さ
れ て い る

加 え て 、
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